
 

第３学年 体育科 学習指導案 
授業者：（３年１組）豊田 佳史 

（３年４組）吉田 直崇 
会場：校  庭 
対象：３年１組２９名 

  ３年４組３０名               
１ 単元名 多様な動きをつくる運動「体も自由に！ドリーム★スター」 

  

２ 単元の目標 

知識及び運動 
多様な動きをつくる運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方を知るとともに、
体のバランスをとる動き、体を移動する動き、用具を操作する動き、力試しの
動きをし、それらを組み合わせることができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 

自己の課題を見付け、その解決のための運動の行い方を選んだり、友達と一緒

に工夫したり、気付いたことや考えたことを友達に伝えたりすることができる

ようにする。 

学びに向かう力，人間性等 
運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、友達の考

えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 

① 多様な動きをつくる運動の行い方について、言ったり書いたりしている。 

② 体のバランスをとる動きをすることができる。 

③ 体を移動する動きをすることができる。 

④ 用具を操作する動きをすることができる。 

⑤ 力試しの動きをすることができる。 

⑥ 基本的な動きを組み合わせる動きをすることができる。 

思考・判断・表現 

① 自己の課題を見付け、その課題を解決するための様々な運動の行い方を選んだり、友達と

一緒に工夫したりしている。 

② 多様な動きを身に付けるための運動の行い方について、考えたことや見付けたことを友達

に伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

① 多様な動きをつくる運動に進んで取り組もうとしている。 

② 順番やきまりを守り、誰とでも仲よくしようとしている。 

③ 用具の準備や片付けを、友達と一緒にしようとしている。 

④ 場や用具の使い方などの安全に気を付けている。 

⑤ 友達の考えを認めたり、互いの気持ちを尊重し合ったりしようとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 

本学年の児童は、「体を動かしたり運動したり
することは好きですか」という質問に対して「好
き」と回答している児童が７５％いる。「学校の
体育の授業は楽しいと思いますか」という質問
に対して「思う」と回答している児童は８２％い
る。今後も運動があまり好きでない児童にも、楽
しい体育の授業を行い、生涯スポーツにつなげ
ていく。 

 （２）中学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 （３）研究テーマにおける教材観 
   「自らすすんで学び続ける」素地を養うためには、児童が自己決定や自己選択をする機会をより多く設定する

ことが大切だと考える。今回の単元では、運動の行い方や用具を自分で選択できる場面を設けた。また、体育科
の目標である「生涯にわたって運動に取り組む」ことは、「自らすすんで学び続けている」ことにつながってい
く。「多様な動きをつくる運動」の学びだけでなく体育科の学び全てで、「できなくても楽しい。できるまでが楽
しい。できたらもっと楽しい」と児童が十分に感じることができるような授業を展開し、「体育が楽しい」と思う
児童を育てていく。このことが生涯にわたって運動に取り組むことにつながり、自ずとウエルビーイングにもつ
ながっていく。 

運動の行い方や用具を自分で選択することができ、 
友達と楽しく運動することができる児童 



 

（４）その他  

   運動をする子とそうでない子の二極化傾向、体力低下問題、生活習慣の乱れが小学校低学年にも見られるなど

の指摘を踏まえ、平成２０年度の学習指導要領改訂から「体つくり運動」領域の一層の充実が図られ、小学校か

ら高等学校まですべての学年に位置付けられた。 

   本単元では中学年の多様な動きをつくる運動を取り扱う。低学年で夢中になって遊び込む楽しさや経験してき

た動きを生かしながら学習を進めていく。また、中学年で初めて扱う動きや用具もあることから、３年生では十

分に運動する時間を確保し、夢中になって遊ぶ楽しさも味わいながら、基本的な動きが身に付くことをねらって

単元を進めていく。３年生では基本的な動きを身に付ける時間を多く設定し、４年生になるにつれて基本的な動

きを組み合わせて運動できるようにする。 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）“ひと” ～教師の関わり方～ 

〇小単元序盤と終盤の教師の関わり方のちがい 

    児童は図のような学びのサイクルを回していく。自らすすんで学び続ける

力を養っていくためには、この学びのサイクルを児童自身が回していくこと

が大切になる。しかし、小単元序盤や新しい用具に出会ったときには、学びの

サイクルを上手く回せない児童が多い。それは、「どのように運動していいか

分からない」ことや運動への不安が大きい。そこで小単元序盤は、運動のもつ

楽しさと出会う段階と捉え、関心・意欲・態度面の学びを重点的にアプローチ

する。称賛を中心に支援する中で、価値付けたい態度面を学級全体で共有できると考える。また、楽しい雰囲

気作りも教師が積極的に行う。小単元終盤では、学びに手ごたえを感じる段階と捉え、思考・判断面の学びを

重点的にアプローチしていく。このような学びの結果として身に付けさせたい技能が高まっていく。 

    序盤は、教師が全体にかかわることが多く、終盤は小集団や個にかかわることが多くなっていく。 

   〇言葉掛け 

    「いいね」「すごい」など、称賛の言葉掛けをすることで児童は自信をもち、もっとやってみようと意欲をも

つことができる。このような称賛の言葉は絶え間なく児童に掛けるようにする。さらに、「つま先で跳ぶといい

のだね。」「手は腰のあたりで回すといいのだね。」というように、何がよかったのか、どんなことを褒めている

のかを具体的に伝え、効果的に称賛するとともに、よい動きやよい学び方を学級全体に広めていく。称賛する

ときには、名前を最初に呼ぶことも心掛ける。 

    また、どうやったらできるのかを考え、それを言葉にしていく学びを大切にする。動きができている児童に

は「どうやったらできたの？」と動きの感覚を言葉で引き出すような発問を行う。「他にできることはある？」

「こんなこともできる？」と違う動きや、少し難しい動きにも挑戦できるような提案を行い、考えながら運動

し、結果的に運動の技能が身に付くようにしていく。 

 （２）“もの” ～学習環境の工夫～ 

〇わくわくするような世界観、掲示物 

 単元設定や掲示物を工夫して、楽しい雰囲気をつくることで、児童の運動欲求に火をつける。 

○音楽・歌遊びの活用 

 単調になりがちな体つくり運動に夢中になって取り組めるように、音楽を活用して楽しい雰囲気で運動でき

るようにする。また、用具の片付けや整理運動、振り返りにも音楽を活用して児童が主体的に動けるようにす

る。さらに歌遊びを通して、歌の中に身に付けさせたい動きを取り入れ、リズムの楽しさを味わいながら効率

的に運動できるようにする。 

 （３）“こと” ～学習過程の工夫～ 

   〇学びの価値を共有する時間 

    児童の資質・能力を十分に育んでいくために、一単位時間の中に「学びの価値を共有する時間」を設定する。

この時間には「動きのこつ」や「行い方の工夫」にかかわるよい動きだけでなく、学び方も価値付け、児童が

主体的・協働的に学ぶ姿を促す。 

〇運動への意欲の持続 

    児童の「やってみたい」「できるようになりたい」という内面から出る意欲にさらに火をつけながら学習を

展開する。児童が自分の体を思い通りに動かせた時の心地良さや、用具を巧みに操作できた時の喜びを実感で

きることを大切にしていく。そのために、行い方を工夫しやすく、楽しみ方の種類が多い「用具を操作する運

動(遊び)」や「基本的な動きを組み合わせる運動」を一単位時間の後半に位置付け、課題解決を十分に図るこ

とができるように単元を構成した。 

  〇自己決定、自己選択できる機会 

    誰と学ぶのか、どのように学ぶのか、どの用具で学ぶのかを子供が自己決定・自己選択できる機会を大切に

する。単元の中にこのような場面をより多く設定していく。 



 

６ 単元の指導と評価の計画  

１～３ ４～６ ７～９ １０～１２ １３～１５ 

体のバランスをとる動き 

用具を操作する運動 

【ボール】 

体を移動する動き 

用具を操作する運動 

【フープ】 

力試しの運動 

用具を操作する運動 

【竹馬】【一輪車】 

体のバランスをとる動き 

体を移動する動き 

用具を操作する運動 

【短なわ】 

力試しの運動 

用具を操作する運動 

【長なわ】 

 

 

時 １０(４組本時) １１ １２ １３ １４(１組本時) １５ 

ね
ら
い 

動きとの出会い 

まずはやってみる 

動きの幅を広げる 

こつを見付ける 

友達の動きを見る、まねする 

もっとやってみたい動きに取り組む 

動きとの出会い 

まずはやってみる 

動きの幅を広げる 

こつを見付ける 

友達の動きを見る、まねする 

もっとやってみたい動きに取り組む 

学
習
内
容
・
活
動 

〇 学習の流れ、学習課題の確認をする。 

 

〇 準備運動をする。 

 

〇 「体のバランスをとる動き」「体を移動する動き」「力試しの運動」に取り組む。 

 

〇 「用具を操作する運動」に取り組む。(後半は「基本的な動きを組み合わせる運動」にも取り組む。) 

 

 

 

いろいろな動きをやってみる 

 

 

学習課題をもって取り組む 

第１０時…短なわを跳ぶ運動に取り組む。 

第１４時…長なわを跳ぶ運動に取り組みながら、動きを工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一度取り組む 

〇後片付け・整理運動をする。 

〇振り返りをする。👀 

知
技 

① ②③ ④   ④ 

思
判
表 

 ① ② ① ②  

態
度 

①   ② ⑤ ① 

※👀は、ICT活用場面。 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。

〇学びを価値付ける時間(状況に応じて複数回行う) 

・いつ   ：児童が十分に遊び運動を楽しんだ状態、少し動きに飽き始めた状態、行い方の工夫や動きの広が

りが停滞している状態、取り上げたい動きや姿が出現したとき 

・どこで  ：その場で、集合させて、グループごとで、全体で 

・何を   ：三つの資質・能力の内容について 

       よい動きだけでなく、【知識及び運動】【思考力，判断力，表現力等】【学びに向かう力，人間性

等】の三つの資質・能力をバランスよく取り上げる。 

・どのように：取り上げる対象 特定の児童、一部の児童、全員 

       取り上げ方   教師が見付けた良さを価値付ける、インタビュー形式、友達とのやりとり 

短なわ 長なわ 

１学期 ３学期 ２学期 



                          

 

７ ４組本時の指導（１０/１５時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎運動に進んで取り組み、誰とでも仲よく励まし合って運動することができるようにする。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（２）本時の展開   

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点【手だて】 ◎評価（評価方法） 

 １．学習の流れ、学習課題の確認をする。 

 

 

 

２ 準備運動をする。 

 

 

 

３「体のバランスをとる動き」「体を移動する動き」に

取り組む。 

 〇右手・左手・両手 

  ・校庭をスキップして移動しながら友達とタッチす

る。 

 〇陣取りじゃんけん 

  ・１０ｍほど距離を空けて２人で向かい合い、体じ

ゃんけんをして、相手陣地に向けて移動する。 

 〇人工衛星 

  ・５～６人で手をつないで歌いながら回る。最後に

両足を開いて止まり、互いの手を引き合って動か

す。 

 〇UFO 

  ・円になって手をつなぐ。真ん中のリーダーの指示

のもと様々な方向に進む。 

 

４「用具を操作する運動(短なわ)」に取り組む。 

 〇短なわを跳ぶ 

  ・両足跳び、かけ足跳び、あや跳び、交差跳びなど 

 〇友達と一緒に跳ぶ 

 〇跳びながら歩く、走る 

(基本的な動きを組み合わせる運動) 

※活動の途中で学びを共有する時間を設定する。 

  

・もう一度運動に取り組む。 

 

 

 

５ 後片付け・整理運動をする。 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

 ・学習課題に対してどうだったか、また友達の良さにつ

いて振り返る。 

●学習の流れを掲示して、児童が見通しをもてるようにす

る。 

●児童が夢中になって運動に取り組めるような楽しさ(わくわ

くする単元設定や掲示物等)を散りばめる。 

●気持ちが乗りやすい音楽を活用して、心と体が解放できる

ようにする。 

●大きく体を動かしている児童や元気よく声を出している児

童を称賛する。 

●周りや場の安全に気を付けて運動するように言葉を掛け

る。 

●誰とでも仲間集めをできる児童を称賛し、よい取り組み方

を広める。 

●一つひとつの動きに丁寧に取り組ませ、運動量を確保す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全員ができそうな動きを中心に称賛し、動きを広めてい

く。 

●うまくいかない児童には、動きのポイントについて言葉を

掛け、教師もともに行い支援する。 

●動きができている児童には、さらに工夫して運動したり、

スムーズに動いたりできるように提案する。 

◎運動に進んで取り組み、誰とでも仲よく励まし合って運動

している。(観察・発言) 

●共有した後に、もう一度運動に取り組む時間を設定し、さ

らに動きのこつをつかんだり、工夫したりできるようにす

る。 

 

●安全に短なわを片付けられるように言葉掛けをする。 

●落ち着いてクールダウンし、使った部位をほぐすように言

葉掛けをする。 

 

●児童の動きや発言のよい点を認め、学習を振り返るととも

に次時につなげる。 

●学習カード(ICT)での個人の振り返りは家で行う。 

 

 

 

 

３年４組は最初の３０分を実施します。 

楽しく「短なわ」をとんでみよう！ 



 

 

７ １組本時の指導（１４/１５時） 

(１)本時の目標（◎は重点評価） 

◎長なわを跳ぶ動きについて、考えたことや見付けたことを友達に伝えることができるようにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

〇友達の考えを認めたり、互いの気持ちを尊重し合ったりすることができるようにする。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（２）本時の展開   

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点【手だて】 ◎評価（評価方法） 

 １．学習の流れ、学習課題の確認をする。 

 

 

２ 準備運動をする。 

 

３「力だめしの運動」に取り組む。 

〇ワニじゃんけん 

 ・２人組で、肘を伸ばして体を支えた状態でじゃんけ

んをする。  

〇引き相撲 

 ・２人組で手首をつかみ引っ張り合う。 

 

４「用具を操作する運動(長なわ)」に取り組む。 

 〇長なわを跳ぶ 

  ・入り方や出方を変える 

  ・姿勢を工夫する 

  ・リズムを変える 

 〇友達と一緒に跳ぶ 

 〇跳びながら移動する 

 〇ボールなどと組み合わせる 

(基本的な動きを組み合わせる運動) 

※活動の途中で学びを共有する時間を設定する。 

  

 

 

 

・もう一度運動に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

５ 後片付け・整理運動をする。 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

 ・学習課題に対してどうだったか、また友達の良さにつ

いて振り返る。 

●学習の流れを掲示して、児童が見通しをもてるようにす

る。 

 

●気持ちが乗りやすい音楽を活用して、心と体が解放できる

ようにする。 

●周りや場の安全に気を付けて運動するように言葉を掛け

る。 

●誰とでも仲間集めをできる児童を称賛し、よい取り組み方

を広める。 

●歌遊びのリズムで楽しい雰囲気で行う。 

●動きのポイントを共有し、もう一度やってみる。 

 

●うまくいかない児童やグループには、動きのポイントにつ

いて言葉を掛け、教師もともに行い支援する。 

●「どうやったらできた？」かを中心に発問し、こつを言語

化できるようにする。 

●動きができている児童には、さらに工夫して運動したり、

スムーズに動いたりできるように提案する。 

●友達とこつやポイントを教え合ったり、伝え合ったりして

いる児童を称賛する。 

◎長なわを跳ぶ動きについて、考えたことや見付けたことを

友達に伝えている。(観察・発言・カード) 

◎友達の考えを認めたり、互いの気持ちを尊重し合ったりし

ている。(観察・発言) 

●学びを共有する時間では、ねらいに基づいた児童の姿を取

り上げ共有する。「動きのこつ」や「行い方の工夫」など

のよい動きだけでなく、学び方を価値付け、主体的・協働

的に学ぶ姿を促す。 

 

●共有した後に、もう一度運動に取り組む時間を設定し、さ

らに動きのこつをつかんだり、工夫したりできるようにす

る。 

 

●安全に長なわや用具を片付けられるように言葉掛けをす

る。 

●落ち着いてクールダウンし、使った部位をほぐすように言

葉掛けをする。 

●児童の動きや発言のよい点を認め、学習を振り返るととも

に次時につなげる。 

●学習カード(ICT)での個人の振り返りは家で行う。 

 

３年１組は「用具を操作する運動」から３０分

を実施します。 

もっと楽しく「長なわ」をとんでみよう！ 


